良いストレスを選択することで養う“しなやかなメンタル” by 筒井 香
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と思いました。言葉の語尾を気を付けようと思った
のが高校三年生で、結構前の話になりますが、そこ
から、いろいろ考えていって、自分も心理学を学び
ながら、「ためにする」という気持ちで臨むのは大事
だという言葉に出合いました。自分がとても恥ずか
しい思いをした高校三年生で、神戸市の夜景を見な
がらの帰り道をよく覚えていますが、そういうきっ
かけでした。
　皆さんも今日の時間も含めて、いつもとは違う、
これまでの先輩とは違う大学生活を送っていること
があるかと思いますが、そういった状況だからこそ、
風が吹いているからこそしなれるというところで、
しなやかなメンタルをつくっていける環境でもある
かと思います。一人ではなく、ここに居る皆さんと、
チームの皆さんと、教員の皆さんと「ためにする」
時間を歩めば、とてもうれしく思います。私自身も、
皆さんに負けないように、いろんなことを「ために
して」前に進んでいければと思います。ありがとう
ございました。
中村　筒井先生、ありがとうございました。時間が
もう少しありますので、もし質問等がある方は、こ
の場でぜひ聞いていただければと思いますが、いか
がですか。
質疑応答
清水　よろしいですか。
中村　清水寛之先生、お願いします。
清水　清水です。非常に大事な話を聞かせていただ
き、本当にありがとうございました。
筒井　ありがとうございます。
清水　一つだけ気になったことがあります。それは、
「ためにする」という表現はネガティブな部分を含
んでいるのではないかということです。
筒井　なるほど。
清水　話をお聞きしながらネットで調べたら、「ため
にする」議論はえらい論争があるみたいです。
筒井　論争。
清水　すなわち、「下心をもって」というニュアンス
が含まれているというわけです、たしかどこかで
見たと思って調べました。先生のお話自体は非常
にすばらしく、ちゃんと一貫していると思います
が、「ためにする」という表現はやっぱり慎重に使っ
たほうがいいのではないかというのが、私の率直
な意見です。
筒井　なるほど。ありがとうございます。勉強不足
なので調べてみます。ありがとうございます。
中村　清水先生、ありがとうございます。ほかにい
かがですか。
秋山　筒井先生、どうもありがとうございました。
筒井　ありがとうございます。
秋山　今回、お話を聞きながら、心理学のなかで、
ストレスに関連する事柄というのは多くの研究者、
そして多くの学生も関心があります。結局、それ
とどう向き合ったらいいのか。私自身もストレス
は主たるテーマではありませんが、関心があるテー
マの一つであり続けていますが、日常生活の中で
うまく響く言葉がなかなか言えませんし、自分自
身の中でもうまく整理がつかない部分がいろいろ
あります。
　今日は、先生の話の中で、例えば、「大義」という
言葉を使ったり、「ストレスを選択する」という表
現は、私自身は選択行動がと専門なので、「そうか。
選択という言葉はこういうところで使うんだな」
という辺りに非常に新しい発見と「こういう見方
もあるんだ」という気付きがあり、とても面白かっ
たです。
　話の中身、それ自身は、心理学の中でいろいろ研
究されてきたテーマもあると思いますし、様々な
方がお話をされているとは思います。今回の筒井
先生のような表現の仕方で、聞いている人にも、
より多くの人に分かってもらえるだろうと思いま
す。私自身、勉強になり面白かったです。ありが
とうございました。
筒井　ありがとうございます。
秋山　感想を述べさせていただきました。
中村　秋山先生、ありがとうございました。それで
は、最後に、講師の筒井先生に、いま一度、反応、
リアクションで拍手をよろしくお願いします。
筒井　ありがとうございました。
中村　大喝采です。れでは、以上をもって、2020年
度の心理学部の学術講演会を終わります。皆さん、
本当にありがとうございました。
 （終了）
